




所属 1) 筑波大学  芸術系  
 
1 はじめに  

















図 1 インドネシアの位置（Google map から作成）  
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2 プランバナン遺跡の特徴  









いる。東を正面にした約 110 メートルの正方形をした寺苑の中に 6 基の祠堂が南北２列に
並んでいる。その寺苑を取り囲むように倍の大きさの寺苑が取り囲み、 4 列の配置で 224
棟の小祠堂が取り囲んでいるが、これらの小祠堂は数棟が復元されているのみで、大多数
の小祠堂は瓦礫になった石材を集めた形で修復を待っている（図 2）。  













 6 基の祠堂のうちシヴァ祠堂が最も大きく、その高さは 47 メートルあり、ヴィシュヌ祠

































図 2 ロロ・ジョングラン寺院（南東からみる）                   
奥の列の手前からブラフマー祠堂、シヴァ祠堂、ヴィシュヌ祠堂、前の列の手前から
ハンサ祠堂、ナンディ祠堂、ガルーダ祠堂（プランバナン遺跡保存事務所提供）  
図 3 シヴァ祠堂の東正面  
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3 地震によるプランバナン寺院の被害  
 2005 年 5 月 27 日に発生したジャワ島中部地震はマグニチュード 6.3 の規模で揺れ、ジ
ョグジャカルタ周辺に大きな被害を及ぼした。死者 3500 人、2 万人以上の負傷者、数多く
の建造物の倒壊を引き起こし、プランバナン周辺の遺跡にも甚大な被害をもたらした。イ




















図 4 シヴァ祠堂の身舎から屋蓋への装飾  
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図 5 地震被災直後の石材の落下（プランバナン遺跡保存事務所提供）  
図 6 シヴァ祠堂身舎部に生じた亀裂  
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 プランバナン寺院が 10 世紀に突然歴史の舞台から姿を消したことは先に述べたが、次
に確認されるのは 1733 年にオランダ東インド会社の社員の報告であり、小山のようであ










いくことができる。 1937 年頃に修復作業が開始され、 1943 年から 1945 年日本の軍政期











図 7 シヴァ祠堂西側房入口に生じた亀裂  
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ガルーダ祠堂、ハンサ祠堂のヴァーハナ祠堂は 1991 年から 1993 年にかけて修復され、ブ
ラフマー祠堂やヴィシュヌ祠堂と同じような手法で修復されたが、基壇基礎もコンクリー




































図 9 ガルーダ祠堂の地震応答解析モデル（花里利一作成）注 6 
図 10 ナンディ祠堂頂部の半解体修理  鉄筋が曲がっている  
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 そこで調査チームはシヴァ祠堂の建物の挙動に注目し、身舎内外の亀裂 14 カ所にパイ
型変位計を設置し（図 12）、温度変化の測定のために熱伝対センサーからの情報をデータ
ロガーに常時記録した。また祠堂の屋蓋頂部、身舎中間部、基壇上部および地面に地震計
を設置し、地震波を常時記録した。 2008 年 10 月から観測を始めたところ、 2010 年 9 月
12 日 23 時 37 分（インドネシア東部時間）にプランバナンから約 6.5 キロ離れた場所を震
源地とするマグニチュード 5.1 の地震を観測することができた。この期間を入れた観測状
況の図を見ると、季節による温度変化によって亀裂は規則正しく変化しているが、これは
図 11 シヴァ祠堂立面図（ライデン大学ケルン研究所（ Kern Institute）所蔵）  
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どめることを決定した。修理は 2014 年 11 月に終了し、シヴァ祠堂は 2005 年の地震発生







図 12 シヴァ祠堂に設置した亀裂測定のセンサー  注 7 
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図 13 地震発生前後の亀裂変位  注 8 
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注 1 佐和  1973 p.126 
注 2 基盤研究 (A)世界遺産プランバナン遺跡群の地震被害と修復に関する保存工学的研
究（代表者：上北恭史） 2008 年度−2010 年度  
注 3 佐和  1973 p.123 
注 4 小野  2015 p.123 
注 5 小野  2008 p.15-24 
注 6 花里  2008 p. 1578 
注 7 佐高  2013 p.782 
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